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お伝えしたいメッセージ

★ 基本的な制度や情報を知ることで、保活を有利にしよう

★ ご家庭の子育て、教育方針に合った園を探すのがベスト

★ 仕事と家庭生活との両立が無理なくできるかにも考慮を

★ 園見学は重要。見学の際には自分用のチェックリストを



本日の流れ

１．保育園の種類と特徴

２．子どもにとっての保育園（保育内容・環境）

３．保護者にとっての保育園（子育て支援）

４．保護者と子どもに合った保育園をどう選ぶか



１．保育園の種類と特徴

（１）認可保育所/認定こども園

・京都市から委託を受けて保育を実施

・入園可否は園でなく京都市が決める

・大規模～中規模の園が、比較的多い

・歴史ある園が他の運営形態より多い

・他の運営形態より競争率が高い傾向

写真：みぎわ保育園（150名定員、認可保育所）



１．保育園の種類と特徴

（２）小規模事業保育所

・京都市から委託を受けて保育を実施

・入園可否は園でなく京都市が決める

・０－２歳児を対象とした小規模な園

・設立から日が浅い、新しい園が多い

・認可保育所よりも入園が比較的容易

・３歳児を迎える前に再度保活が必要

写真：中京みぎわ保育ルーム（1５名定員、認可小規模事業保育所）



１．保育園の種類と特徴

（３）企業主導型保育事業所

・内閣府から補助を受けて保育を実施

・入園可否は園が決めることができる

・中～小規模の園が、比較的多い

・設立から日が浅い、新しい園が多い

・一般企業等が運営するケースが多い

・保育料が認可より安くなるケースも

写真：吉秀みぎわ保育園（1２名定員、企業主導型保育所）



１．保育園の種類と特徴

（４）認可外保育所

・自治体の委託を受けず、独自に運営

・入園可否は園が決めることができる

・小規模の園が、比較的多い

・一般企業等が運営するケースが多い

・認可では珍しい独自支援を行う園も

・支援内容によっては高額な保育料も
写真：山科ロマンキッズ（1２名定員、認可外保育所）

株式会社ロマンライフ運営



２．子どもにとっての保育園(保育内容・環境)

（１）遊びを通して学び、成長する

・仕事があるから保育園に預ける

→子どもの成長をともに

支える仲間としての保育園

・遊びの大切さ

→人生を通じて大切になる

「生きるちから」の土台を

つくる



２．子どもにとっての保育園(保育内容・環境)

（２）乳児期（0－2歳児）：愛着関係の形成



２．子どもにとっての保育園(保育内容・環境)

（２）乳児期（0－2歳児）：基本的生活習慣の獲得



２．子どもにとっての保育園(保育内容・環境)

（３）幼児期（３－５歳児）：幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿

①健康な心と体
②自立心
③協同性
④道徳性・規範意識の芽生え
⑤社会生活との関わり

⑥思考力の芽生え
⑦自然との関わり・生命尊重
⑧数量・図形、文字等への関心・感覚
⑨言葉による伝え合い
⑩豊かな感性と表現

→園で過ごす日常生活や、行事といったさまざまな体験を通じ
子どもたちは日々育っていく。

https://www.hoikushibank.com/column/10-0#i2
https://www.hoikushibank.com/column/10-0#i3
https://www.hoikushibank.com/column/10-0#i4
https://www.hoikushibank.com/column/10-0#i5
https://www.hoikushibank.com/column/10-0#i6
https://www.hoikushibank.com/column/10-0#i7
https://www.hoikushibank.com/column/10-0#i8
https://www.hoikushibank.com/column/10-0#i9
https://www.hoikushibank.com/column/10-0#i10
https://www.hoikushibank.com/column/10-0#i11


２．子どもにとっての保育園(保育内容・環境)

（３）幼児期（３－５歳児）：同年齢どうしの活動



２．子どもにとっての保育園(保育内容・環境)

（３）幼児期（３－５歳児）：異年齢での活動



２．子どもにとっての保育園(保育内容・環境)

（４）行事

・日常保育との連続性があるか

・子ども主体の行事かどうか



２．子どもにとっての保育園(保育内容・環境)

（５）子どもたちが楽しみにする給食

・栄養士による献立

・アレルギー対応

・食育の取り組み



２．子どもにとっての保育園(保育内容・環境)

（６）みんな違って、みんないい

・ひとりひとりの個性を大切にする

・強みを伸ばす

・発達の専門家による支援

→年2回の心理士の巡回相談等

→療育機関の利用



２．子どもにとっての保育園(保育内容・環境)

（７）小規模保育所の大きなメリット

① 乳児期に丁寧なかかわりをしやすい

② 0－2歳児の異年齢のかかわりが生まれやすい



３．保護者にとっての保育園(子育て支援)

（１）子育て期間が充実した楽しい時間になるように

親が子どもとかかわる余裕（時間的、経済的、心理的）を

もてるようにすることは、保育園の社会的使命。

子どもへの保育を行う保育園という側面と

保護者への子育て支援を行う保育園という側面（仕事と子育てとの両立）

→ご家庭にお願いしたほうがいいことと

保育園が担ったほうがいいこととがある。保育園からの歩み寄りが重要。



３．保護者にとっての保育園(子育て支援)

（２）育児に悩んでもいい。ひとりで悩まず相談を。園は味方。

→家庭での子どもの姿と、園（集団）での姿

家庭と園との連携で、子どもへの理解が深まる

→さまざまな専門性をもつ職員による子育て支援

保育士、栄養士、看護師

＋臨床心理士・公認心理師、作業療法士、言語聴覚士



３．保護者にとっての保育園(子育て支援)

（３）保護者同士のつながりの場としての保育園

→保護者会はあったほうがいいか

・あってもいいが、保護者の負担感が少なく、

園と連携して自発的に運営されているのが前提。

・なくてもいい。保護者会がなくても、自発的に

保護者同士はつながるケースが多い。

→行事への参加を通じて、保護者同士がつながるという手も



４．保護者と子どもに合った保育園をどう選ぶか

（１）多くの方が「距離・アクセス」を第一に選んでいる

→それは当然だし、長年通うことを考えると合理的

（２）「保育方針」、「園内環境」にも高い関心

→綺麗ごとは誰にでもいえる。それが実践されているか

→園舎のデザイン性や見た目の美しさよりも

子どもの過ごす環境として工夫されているか

清掃が行き届いているかに注目してほしい



４．保護者と子どもに合った保育園をどう選ぶか

（３）利用調整（令和3年度実績で記載。令和4年度は今後発表）

・「京都市 保育園 申し込み」でネット検索（9月13日公表）

→京都市のHP「保育利用申込みの御案内」をダウンロード

→お住まいの区の福祉事務所に電話・訪問相談してもOK

・一次調整 申込期間：10/４-11/１（実質11/19まで）

・一斉面接 ＠区役所：11月下旬から → 1月下旬通知

・二次調整：2月中旬ごろ〆切か → ２月下旬通知か



【点数が低くても】

・1歳児、3歳児が
激戦区

→年度途中の0、2
歳児での入園を検討
する手も

→まずは小規模保育
所に入園し、3歳児
から連携している認
可保育所に入園する
手も



（４）第1希望の多い園、少ない園という貴重な情報

・人気園が類推できる

・行政区で子どもの数は

異なることに留意

・小規模は第1希望に

なりにくい傾向が

あることにも留意

４．保護者と子どもに合った保育園をどう選ぶか



（５）空き定員の調べ方

・毎月、各園の空き定員情報が

京都市のホームページで更新

・具体的な人数ではなく、

「○、△、×」という表記。

・年度途中の入園を狙うなら

毎月チェックする価値あり。

４．保護者と子どもに合った保育園をどう選ぶか



４．保護者と子どもに合った保育園をどう選ぶか

（６）企業主導型や認可外保育所の情報をどこで入手するか

「京都市 認可外保育施設」でネット検索。

京都市のホームページに

「認可外保育施設一覧」

というデータがあり、

そこから企業主導型保育

事業所も含め調べられる。



４．保護者と子どもに合った保育園をどう選ぶか

（７）見学の大切さと、その際の「見るべき視点」

→ひとつのご参考としてのチェックリスト

社会福祉法人美樹和会のホームページのトップに

掲載しています。ダウンロードしてご覧ください。

（→『美樹和会』で検索するとヒットします）



追加のご質問、歓迎します

もっと詳しく知りたい方、ご質問のある方は

ぜひお気軽に、中京みぎわ園までお電話ください。

このセミナーに盛り込めなかった点も追加でお伝えできます。

☎ 075-432-8534
（担当：塩谷、西村）


